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（ 1）審査経緯  
 
博士論文審査の経緯を以下に示す．  
l  2019 年 11 月 21 日  予備審査会  
l  2019 年 12 月 5 日  教室会議受理決定  
l  2019 年 12 月 19 日  創造理工学研究科運営委員会受理決定  
l  2020 年 1 月 6 日   博士論文読み合わせ会  
l  2020 年 1 月 8 日   リーディング大学院実体情報学 QE3 実施  
l  2020 年 1 月 23 日  公聴会  
l  2020 年 2 月 6 日   審査分科会  
l  2020 年 2 月 25 日  研究科運営委員会予定  
 
















検 討 が な さ れ て い な い ． さ ら に ， 操 作 者 が 特 定 の 映 像 の み に 着 目 す る


























示唆された．c )では，CT の発生原因である Vi s u a l  M o m e n t u m（ V M）と Vi s u a l  
S a l i e n c y（ V S）の特性に基づき映像提示手法を構築した． V M は映像間を遷
移し情報統合を行う際の容易さの指標，V S はある領域においてヒトが注意を
向ける容易さの指標である．V M が低く，V S の高い映像のみに注意を向ける
と C T に陥ってしまう．そのため，V M を向上するため同じランドマークを映
像内に提示した．また，V S の高い車載映像から注意を解放するため，有効視
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